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学校法人北星学園は
創立130周年を迎えました。

　

５
月
27
日
（
土
）
に
北
星
学
園
大
学
後
援
会

総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
大

雨
の
降
る
中
、
約
１
０
０
名
の
ご
父
母
会
員
の

皆
様
が
出
席
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
深
澤
秀
則
後
援
会
会
長
と
鈴
木

剛
副
学
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
次
の
審
議
が
行

わ
れ
全
て
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

①　

２
０
１
６
年
度
事
業
報
告

　

②　
２
０
１
６
年
度
決
算
お
よ
び
会
計
監
査
報
告

　

③　

２
０
１
７
年
度
事
業
計
画

　

④　

２
０
１
７
年
度
予
算

　

⑤　

役
員
改
選
に
つ
い
て

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
号
１
・
２
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

続
い
て
、
鈴
木
剛
副
学
長
よ
り
学
事
報
告
や

大
学
の
近
況
報
告
、
各
学
部
長
よ
り
人
事
や
在

籍
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
阪
井
宏
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
長
か
ら
、
就
職
活
動
に
関
し
て
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、「
学
生
の
就
職
事
情
を

考
え
る
」
と
題
し
、
最
新
の
就
職
事
情
や
本
学

の
就
職
支
援
体
制
、
ご
家
庭
で
の
支
援
方
法
に

つ
い
て
鈴
木
克
知
就
職
支
援
課
長
が
講
演
い
た

し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
は
、
お
子

様
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
の
詳
し
い
情
報
を
得

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
キ
ャ

ン
パ
ス
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

コ
モ
ン
ズ
や
カ
フ
ェ
が
あ
る
セ
ン
タ
ー
棟
を
メ

イ
ン
に
、
一
昨
年
完
成
し
た
Ｃ
館
、
図
書
館
、

チ
ャ
ペ
ル
、就
職
支
援
課
な
ど
を
回
り
ま
し
た
。

お
子
様
が
普
段
過
ご
し
て
い
る
大
学
内
を
見
学

し
た
い
と
い
う
父
母
の
皆
様
か
ら
の
要
望
も
あ

り
、
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
大
学
会
館
３
階
（
食
堂
）
に
て
立

食
形
式
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
和
や
か

な
雰
囲
気
の
な
か
、
大
学
教
職
員
と
ご
父
母
同

士
の
貴
重
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
１
時

間
程
度
の
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、
日
頃
お

子
様
と
関
わ
り
の
あ
る
先
生
達
や
ご
父
母
同
士

で
の
会
食
を
通
し
、
本
学
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
総
会
・
懇
親
会
は
毎
年
５
月
末
の
土
曜

日
に
本
学
に
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
大
学
と
ご
父
母
の
皆
様
が
一
堂
に
会
す
る

機
会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年
も
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

７
月
１
日
（
土
）、
北
星
学
園
大

学
校
舎
内
に
て
札
幌
地
区
父
母
懇
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
懇
談

会
は
、
大
学
３
・
４
年
生
と
短
大
部

２
年
生
の
父
母
の
皆
様
が
対
象
で
、

１
５
４
組
２
０
４
名
の
方
が
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
深
澤
秀
則
後
援
会

会
長
と
田
村
信
一
学
長
よ
り
大
学
の

現
状
を
含
め
た
挨
拶
が
あ
り
、
次
に

原
島
正
衛
経
済
学
部
長
よ
り
修
学
関

係
・
就
職
関
係
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
は
、
学
科
に
分
か
れ
て
ご

父
母
と
教
員
と
の
個
別
懇
談
を
行
い

ま
し
た
。
一
組
約
20
分
程
度
で
し
た

が
、
大
学
側
で
用
意
し
た
個
人
成
績

票
や
履
修
登
録
票
な
ど
に
基
づ
い
て

懇
談
し
、
お
子
様
の
修
学
状
況
を
詳

し
く
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

ご
父
母
の
皆
様
に
と
っ
て
は
、
大

学
で
の
お
子
様
の
様
子
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
安
心
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
別
懇
談
と
平
行
し
て
お

子
様
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
の
相
談

を
就
職
支
援
課
に
て
行
い
ま
し
た
。

就
職
支
援
課
員
が
父
母
の
皆
様
か
ら

の
就
職
相
談
に
個
別
に
対
応
し
、
各

企
業
の
資
料
や
求
人
票
、
学
生
が
情

報
収
集
に
利
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
な
ど

も
閲
覧
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
父
母
懇
談
会
は
毎
年

行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
度
予
定
さ
れ

て
い
る
父
母
懇
談
会
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。
札
幌
会
場
の
他
、
道
内
各

６
地
区
で
も
開
催
し
ま
す
。
お
申
し

込
み
さ
れ
た
方
は
、
ご
確
認
の
上
、

お
忘
れ
な
く
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

懇親会にて談笑するご父母と本学教員

センター棟２階ラーニング・コモンズ

 全体会の様子

個別面談の様子

2017（平成29）年度　北星学園大学後援会　役員名簿　（敬称略）

会

長

深
澤
　
秀
則

副
会
長

佐
藤
　
順
子

上
端
　
邦
夫

中
村
千
津
子

監

事

小
野
瀬
一
記

野
蝼
　
正
浩

在
学
生

父
母
理
事

秋
月
　
恵
子

松
本
紀
伊
子

川
端
　
博
美

溝
口
　
恭
子

蝦
名
　
　
愛

黒
江
　
貴
志

渡
邉
　
　
文

金
濱
　
桂
子

松
永
　
牧
子

佐
﨑
　
智
美

柿
崎
　
容
子

今
北
　
雅
己

松
岡
　
静
香

遠
間
　
幸
江

水
野
由
美
子

吉
田
　
智
子

大
向
　
仁
美

及
川
　
久
代

糸
川
き
よ
み

森
内
　
　
学

東
　
　
智
美

中
村
　
郁
子

千
葉
　
朋
子

渡
辺
　
恵
美

佐
々
木
孝
行

金
谷
　
信
子

北
村
　
一
人

平
田
　
善
江

羽
田
　
倫
子

北
島
め
ぐ
み

浦
　
　
真
弓

目
黒
　
全
章

細
谷
　
直
美

竹
花
都
奈
子

同
窓
生
理
事

中
村
　
一
寛

清
水
　
一
江

第１回
札幌地区

父
母
懇
談
会
報
告

＜これから行われる地区別父母懇談会＞
８月26日（土） 旭 川 会 場 旭川グランドホテル

８月27日（日） 北 見 会 場 ホテル黒部

９月 2日（土） 帯 広 会 場 ホテルグランテラス帯広

９月 3日（日） 釧 路 会 場 釧路プリンスホテル

９月 9日（土） 函 館 会 場 ホテル函館ロイヤル

９月10日（日） 苫小牧会場 グランドホテルニュー王子

10月28日（土） 札 幌 会 場 北星学園大学校舎（全学年対象）

※お申込みされた方には、ハガキにて再度ご連絡いたします。開催週
になってもハガキが届かない場合、後援会事務局までご連絡ください。

総
会
・
懇
親
会
開
催

２
０
１
７
年
度



北 星 学 園 大 学 後 援 会 だ よ り 　　第130号　　　　（2）2017年８月１日

１．会議の開催状況
①2016年５月18日（水）　第１回役員会
　（於：ホテル札幌ガーデンパレス）� 44名出席
②2016年５月28日（土）　総会・懇親会
　（於：北星学園大学）
� 総会　 134名出席　　懇親会　131名出席
③2017年１月18日（水）　第２回役員会
　（於：ホテル札幌ガーデンパレス）
	 役員会　 43名出席　　懇親会 42名出席

２．予算執行状況
（１）教育・研究条件整備補助事業（8,880,000円） 

●「後援会文庫」
・後援会寄贈図書� 3,000,000円
・DVDプレーヤー（図書館用）� 280,000円
●事務用機器補助
・事務用機器補助� 1,800,000円
●教育用機器補助
・教育用機器補助� 3,800,000円

（２）教育・研究活動補助事業（1,376,313円） 
●北星ビジネス通信� 300,000円
●学術出版補助[791,060円]
・『英国「隔離に反対する身体障害者連盟（ＵＰＩＡＳ）」
の軌跡』　（田中耕一郎教授）� 791,060円
●学部・学科・部門等主催事業補助事業
・短大英文学科主催「観光・ホスピタリティ・航空業界
セミナー」� 100,000円
・経済学部主催「セントオラフ大学との学生間交流」
� 　185,253円

（３）学術講演会・学会補助事業（1,388,166円） 
●北星英研補助� 50,000円
●北星教職ネットワーク� 199,394円
●北星心理学フォーラム� 100,000円
●北星学園大学ジェンダー研究会補助� 80,000円
●北星・心コミラウンドテーブル補助� 169,056円
●学会補助[789,716円]
・文　学　部　古賀　清敬　教授
　　　　　　　　「キリスト教史学会」� 79,716円
・文　学　部　蓑内　　豊　教授
　　　　　　　　「日本スポーツ心理学会」�200,000円
・文　学　部　高橋　克依　教授
　　　　　　　　「北海道地域文化学会」� 110,000円
・経 済 学 部　中屋　　晃　教授
　　　　　　　　「 大 学 英 語 教 育 学 会（JACET）」
� 200,000円
・社会福祉学部　杉岡　直人　教授
　　　　　　　　「北海道地域福祉学会」� 200,000円

（４）地区別父母懇談会事業（6,117,527円） 
●経費総額� 6,117,527円

（５）学生各種活動補助事業（36,947,073円）
●課外活動補助（8,256,753円）
・課外活動備品補助（ハードル、三脚、審判台、ベース
アンプ　他）� 1,902,233円
・大学祭援助金� 300,000円
・大学祭テント、ブース他� 2,095,200円
・全国大会出場補助（バレーボール部、剣道部、チアダ
ンス部、弓道部、放送研究会、少林寺拳法部、フッ
トサル同好会、準硬式野球部、合気道部、スキー部）
� 1,998,320円
・サークル活動活性化補助（学外施設利用料など）
� 1,880,000円
・課外活動広告補助（硬式野球部、アイスホッケー部他）
� 81,000円
●就職活動補助（8,959,720円）
・B-CATCH運用補助� 2,700,000円
・就職セミナー他（キャリアデザインプログラム）
� 5,392,520円
・ＳＰＩ補助� 867,200円
●国際交流活動補助（6,000,000円）
・国際交流活動、派遣留学生への奨学金補助
� 6,000,000円
●奨学事業補助（3,970,000円）
・成績優秀者学業奨励金補助� 3,970,000円
●北星オープンユニバーシティ受講料補助�6,260,600円
●ボランティア活動� 3,500,000円

（６）広報活動事業（2,840,328円）
●後援会だより発行（年４回）
　（第125号6/1、第126号8/1、第127号12/1、第128
号3/15）� 2,836,132円

●後援会会員台帳（名簿印刷代）� 1,236円
●後援会活動報告書（印刷代）� 2,960円

（７）その他の事業（23,695,722円）
●事務運営費� 489,000円
●役員会・総会・懇親会� 1,354,158円
●事業基金への繰入� 6,000,000円
●大学行事助成費
・新入生への記念品� 1,839,240円
・卒業記念祝賀会（９月・３月卒業時）、卒業記念品贈
呈（PHOTOBOOK）、卒業証書用ホルダー
� 13,656,711円
・大学主催の文化事業援助（チャペルコンサート（６月、
10月、12月）、講演会（10月）謝礼）� 816,983円

３．入会状況
●4,189名
・在学生父母　4,183名
　（会費を納入している者から兄弟減免返戻者と三役・同窓生理事
を除いた数）
・同窓生　６名

開催地 日　程 会　　場
派遣
教職員
人数

出席組数 出席人数
合計英文 心コ 経済 経情 経法 福計 福臨 福心 短英 短生 合計

札 幌 7/ 2（土） 北 星 学 園 大 学 62 27 15 12 10 16 16 15 5 6 6 128 190
北 見 8/27（土） ホ テ ル 黒 部 14 4 1 1 2 0 3 2 1 0 0 14 28
旭 川 8/28（日） 旭 川 グ ラ ン ド ホ テ ル 21 8 1 9 1 3 4 4 8 8 0 46 67
釧 路 9/ 3（土） 釧 路 プ リ ン ス ホ テ ル 台風の影響により中止
帯 広 9/ 4（日） グ ラ ン テ ラ ス 帯 広 台風の影響により中止
函 館 9/10（土） 函 館 国 際 ホ テ ル 18 3 4 5 3 5 5 5 0 5 2 37 55
苫小牧 9/11（日） グランドホテルニュー王子 12 2 0 2 0 3 0 1 1 0 4 13 25
札 幌 10/22（土） 北 星 学 園 大 学 69 34 26 36 14 24 22 13 12 6 5 192 261

合　　計 196 78 47 65 30 51 50 40 27 25 17 430 617

2016（平成28）年度　北星学園大学後援会 事業報告　2017年３月31日現在

１．2017年度　会員数見込

２．事業計画(案)
（１）教育・研究条件整備補助事業（会則第４条第１号）

①図書の充実のため「後援会文庫」
②事務効率化のための事務用機器の購入費補助
③教育用機器充実のための機器購入費補助

（２）教育研究活動補助事業（会則第４条第２号）
①教育・研究活動の充実のための補助（「北星ビジネス通信」印刷費に係る費用）
②教員の学術出版に対する補助
③短大英文学科主催：北星短大英文学科卒業生と在学生の交流会に対する補助

（３）学術講演会・学会補助事業（会則第４条第３号）
①全国学会（含む北海道大会）の学内開催における補助
②北星学園大学英語教員研究協議会（卒業生の中学・高校教員と本学教員）の活動に対する補助
③北星教職ネットワーク（特別支援学校を中心とした現役教員として活躍する卒業生のネットワーク）整備補助
④心・コミ学科主催：北星・心コミラウンドテーブルに対する補助
⑤福祉計画学科主催：北星学園大学ジェンダー研究会に対する補助

（４）地区別懇談会事業（会則第４条第４号）
①札幌地区〜全学部（文学部、経済学部、社会福祉学部、短期大学部）合同で開催（７月・10月）
※個別懇談開催前に学科別に控室を設けて、父母同士の懇談ができるようにする。７月は学部の３・４年次と短期大学部の
２年次のみを対象に実施する。10月については全学年を対象として実施する。
②北海道内主要都市等（函館、苫小牧、北見、旭川、帯広、釧路）で開催する。また、実施方法については、個別懇談をスムー
ズに進めるために、例年と同様に全体会の時は、概ね学科別に担当者を囲んで昼食を取りながら基本的な説明を行う。

（５）学生各種活動補助事業（会則第４条第５号）
①課外活動の充実のための備品購入
②大学祭に係る援助
③全国大会出場者への補助（個人及び団体に対して旅費交通費等の一部補助）
④サークル活動活性化に係る費用補助（学外施設利用料など）
⑤課外活動広告補助（大会等のプログラム広告掲出料）
⑥就職活動の充実のための補助
　・コンピテンシー診断年間運用費補助
　・キャリア･デザイン･プログラム（ＣＤＰ）講座講師料
　・ＳＰＩ試験料補助
　・学内企業説明会業務委託
⑦国際交流活動の充実のための補助（教育の国際化援助、東アジア学生交流プロジェクト招聘補助、派遣留学への渡航
費援助、その他の国際交流事業全般）
⑧奨学事業補助（成績優秀者学業奨励金補助）
⑨資格取得のための北星オープンユニバーシティ講座受講料補助（受講料の２割）
⑩学生ボランティア（東日本大震災被災地への派遣、国際ボランティア派遣等）

（６）広報活動事業（会則第４条第６号）
①「後援会だより」年４回発行
　　「学園報」を会員に送付する。（学園情報の提供）※2017年度よりカラー印刷
②「会員台帳（名簿）」及び「後援会活動報告書」の作成

（７）その他の事業（会則第４条第７号）
①新入生への援助（ＵＳＢメモリーカード・ホチキスの提供）
②卒業生への援助（卒業祝賀会開催、卒業証書ホルダー、卒業記念品贈呈等）
③文化事業援助（大学主催の文化講演会、各種コンサート開催等の謝礼）

３．事業基金繰り入れ
　全体の事業計画及び予算の執行状況を勘案し、7,000,000円を繰り入れたい。

４．事業基金積立金の取り崩し
　本年度は取り崩しを行わない。

在学生父母� 4,040名
（会費未徴収者な休学者と兄弟減免を除く）
同　窓　生� ６名

4,046名

2017(平成29)年度　北星学園大学後援会 事業計画
【収入の部】�

【支出の部】

科　　目 2016年度
予　　　算

2016年度
決　　　算

2017年度
予　　　算 決算対比 摘　　　　要

会 　 費 80,920,000 83,720,000 80,860,000 ▲2,860,000 父母@20,000*4,040名（休学者・きょうだい減免等除く）、同窓生等@10,000*6名
受 取 利 息 6,000 475 1,000 525
雑 収 入 0 0 0 0
寄 付 金 0 0 0 0
前 年 度 繰 越 金 15,073,302 15,073,302 17,088,278 2,014,976

計 95,999,302 98,793,777 97,949,278 ▲844,499

会則条項 科　　目 2016年度
予　　　算

2016年度
決　　　算

2017年度
予　　　算 決算対比 摘　　　　要

第 ４ 条
第 １ 号

教 育・研 究 条 件
整 備 補 助

3,280,000 3,280,000 3,000,000 ▲280,000 後援会文庫（2016年度DVDプレーヤー280,000円補助）
1,800,000 1,800,000 1,800,000 0 事務用機器補助
3,800,000 3,800,000 3,800,000 0 教育用機器補助

（小計） 8,880,000 8,880,000 8,600,000 ▲280,000

〃第２号 教育・研究活動補助

300,000 300,000 300,000 0 教育研究活動補助（北星ビジネス通信）
792,000 791,060 3,950,000 3,158,940 学術出版補助（4件）
100,000 100,000 100,000 0 短大英文学科主催（北星短大英文学科卒業生と在学生の交流会補助）
200,000 185,253 0 ▲185,253 2016年度経済学部主催（セントオラフ大学との学生間交流補助）

（小計） 1,392,000 1,376,313 4,350,000 2,973,687

〃第３号 学 術 講 演 会 ・
学 会 補 助

910,000 789,716 1,110,000 320,284 全国学会学内開催補助（6件）
50,000 50,000 50,000 0 北星学園大学英語教員研究会補助
200,000 199,394 200,000 606 北星教職ネットワーク補助
170,000 169,056 170,000 944 心コミ学科主催（心コミラウンドテーブル補助）
80,000 80,000 80,000 0 福祉計画学科主催（北星学園大学ジェンダー研究会補助）
100,000 100,000 0 ▲100,000 福祉心理学科主催（北星学園大学心理学フォーラム補助）

（小計） 1,510,000 1,388,166 1,610,000 221,834
〃第４号 地区別父母懇談会費 7,800,000 6,117,527 7,800,000 1,682,473 後援会地区別父母懇談会費（札幌､函館､苫小牧､北見､旭川、帯広、釧路）※2016年度帯広、釧路中止

〃第５号

2,000,000 1,902,233 2,000,000 97,767 課外活動補助（その他課外活動備品補助等）
300,000 300,000 300,000 0 課外活動補助（大学祭援助）

2,200,000 2,095,200 2,200,000 104,800 課外活動補助（大学祭テント・ブース等）
Ａ（計） 　 400,000 0 0 0 課外活動補助（全国大会個人）2017年度から項目削除

3,000,000 1,998,320 3,400,000 1,401,680 課外活動補助（全国大会団体）2017年度から個人含む
2,500,000 1,880,000 2,500,000 620,000 サークル活動活性化補助
150,000 81,000 150,000 69,000 課外活動広告補助

Ａ（計） 10,550,000 8,256,753 10,550,000 2,293,247
2,700,000 2,700,000 2,700,000 0 コンピテンシー診断年間運用費補助

Ｂ（計） 　 5,555,000 5,392,520 3,980,000 ▲1,412,520 キャリアデザインプログラム講座講師料、企業情報提供料、学内企業説明会業務委託、2017モギ就取りやめ
992,000 867,200 1,040,000 172,800 ＳＰＩ試験受験料

Ｂ（計） 9,247,000 8,959,720 7,720,000 ▲1,239,720
6,000,000 6,000,000 7,000,000 1,000,000 国際交流活動補助（中国・韓国・台湾からの短期研修生受入れ、派遣留学生への補助）
3,970,000 3,970,000 3,970,000 0 奨学金事業補助（成績優秀者学業奨励金補助）
6,200,000 6,260,600 6,300,000 39,400 北星オープンユニバーシティ講座受講料補助
3,500,000 3,500,000 3,500,000 0 ボランティア活動

（小計） 39,467,000 36,947,073 39,040,000 2,092,927

〃第６号 広 報 活 動 費
2,800,000 2,836,132 3,000,000 163,868 後援会だより発行費（年4回発行）2017年度からカラー印刷

5,000 4,196 0 ▲4,196 会員台帳・活動報告書作成費等(10年に１回作成2016作成）
（小計） 2,805,000 2,840,328 3,000,000 159,672

〃第７号

事 務 運 営 費
480,000 489,000 500,000 11,000 事務運営費（郵送料・資料印刷・振込手数料・後援会備品類・その他）

1,350,000 1,354,158 1,450,000 95,842 役員会・総会・懇親会　等
（小計） 1,830,000 1,843,158 1,950,000 106,842

後 援 会事業基金 6,000,000 6,000,000 7,000,000 1,000,000

大 学 行事助成費

1,930,000 1,839,240 2,100,000 260,760 新入生への援助（USBﾒﾓﾘｰｶｰﾄﾞ＆ﾎﾁｷｽ箱封入代含む）
8,770,000 8,603,740 8,770,000 166,260 卒業生への援助（3月卒業記念祝賀会開催）
200,000 165,000 200,000 35,000 卒業生への援助（前期末卒業記念祝賀会開催）

4,510,000 4,044,491 4,510,000 465,509 卒業生への援助（卒業記念PHOTOBOOK）
900,000 843,480 900,000 56,520 卒業生への援助（卒業証書ホルダー）

1,000,000 816,983 1,000,000 183,017 文化事業援助（スプリングコンサート、オータムコンサート、講演会、チャペルコンサート）
（小計） 17,310,000 16,312,934 17,480,000 1,167,066

予　備　費 9,005,302 0 7,119,278 7,119,278 7.3%
次年度繰越金 0 17,088,278 ▲17,088,278

計 95,999,302 98,793,777 97,949,278 ▲844,499
【後援会事業基金積立会計】

2015年度末残高 決算額 2016年度末残高 2017年度予算額 2017年度末
見　込　額2016年度繰入額 2016年度取崩額 2017年度繰入額 2017年度取崩額

事業基金 6,000,000 7,000,000
受取利息 2,540 3,000
計 15,103,556 6,002,540 0 21,106,096 7,003,000 0 28,109,096

学 生 各 種
活動補助

2017（平成29)年度　北星学園大学後援会 予算

2016(平成28)年度　北星学園大学後援会 決算
【収入の部】� 2017年3月31日現在

【支出の部】

科　　目 2016年度
予　　　算

2016年度
決　　　算 増　減 摘　　　　要

会 費 80,920,000 83,720,000 2,800,000 父母@20,000*4,191名、きょうだい減免返戻-@20,000*8名、同窓生等@10,000*6名
受 取 利 息 6,000 475 ▲5,525
雑 収 入 0 0 0
寄 付 金 0 0 0
前 年 度 繰 越 金 15,073,302 15,073,302 0

計 95,999,302 98,793,777 2,794,475

会則条項 科　　目 2016年度
予　　　算

2016年度
決　　　算 差　異 執行率 摘　　　　要

第 ４ 条
第 １ 号

教 育・研 究 条 件
整 備 補 助

3,280,000 3,280,000 0 100.0% 後援会文庫、DVDプレーヤー
1,800,000 1,800,000 0 100.0% 事務用機器補助
3,800,000 3,800,000 0 100.0% 教育用機器補助

（小計） 8,880,000 8,880,000 0 100.0%

〃第２号 教育・研究活動補助

300,000 300,000 0 100.0% 教育研究活動補助（北星ビジネス通信）
792,000 791,060 940 99.9% 学術出版補助（１件）
100,000 100,000 0 100.0% 短大英文学科主催（観光・ホスピタリティ・航空業界セミナー補助）
200,000 185,253 14,747 92.6% 経済学部主催（セントオラフ大学との学生間交流補助）

（小計） 1,392,000 1,376,313 15,687 98.9%

〃第３号 学 術 講 演 会 ・
学 会 補 助

50,000 50,000 0 100.0% 北星学園大学英語教員研究会補助
200,000 199,394 606 99.7% 北星教職ネットワーク補助
100,000 100,000 0 100.0% 北星学園大学心理学フォーラム補助
80,000 80,000 0 100.0% 北星学園大学ジェンダー研究会補助
170,000 169,056 944 99.4% 心コミラウンドテーブル補助
910,000 789,716 120,284 86.8% 全国学会学内開催補助（５件）

（小計） 1,510,000 1,388,166 121,834 91.9%
〃第４号 地区別父母懇談会費 7,800,000 6,117,527 1,682,473 78.4% 後援会地区別父母懇談会費（札幌､函館､苫小牧､北見､旭川、帯広、釧路）※2016年度帯広、釧路中止

〃第５号

2,000,000 1,902,233 97,767 95.1% 課外活動補助（その他課外活動備品補助等）
300,000 300,000 0 100.0% 課外活動補助（大学祭援助）

2,200,000 2,095,200 104,800 95.2% 課外活動補助（大学祭テント・ブース等）
Ａ（計） 　 400,000 0 400,000 0.0% 課外活動補助（全国大会個人）

3,000,000 1,998,320 1,001,680 66.6% 課外活動補助（全国大会団体）
2,500,000 1,880,000 620,000 75.2% サークル活動活性化補助
150,000 81,000 69,000 54.0% 課外活動広告補助

Ａ（計） 10,550,000 8,256,753 2,293,247 78.3%
2,700,000 2,700,000 0 100.0% B-CATCH補助

Ｂ（計） 　 5,555,000 5,392,520 162,480 97.1% キャリアデザインプログラム講座講師料、企業情報提供料、モギ就、学内企業説明会業務委託
992,000 867,200 124,800 87.4% ＳＰＩ試験受験料

Ｂ（計） 9,247,000 8,959,720 287,280 96.9%
6,000,000 6,000,000 0 100.0% 国際交流活動補助（中国・韓国・台湾からの短期研修生受入れ、派遣留学生への補助）
3,970,000 3,970,000 0 100.0% 奨学金事業補助（成績優秀者学業奨励金補助）
6,200,000 6,260,600 ▲60,600 101.0% 北星オープンユニバーシティ講座受講料補助
3,500,000 3,500,000 0 100.0% ボランティア活動

（小計） 39,467,000 36,947,073 2,519,927 93.6%

〃第６号 広 報 活 動 費
2,800,000 2,836,132 ▲36,132 101.3% 後援会だより発行費（年４回発行）

5,000 4,196 804 83.9% 会員台帳・活動報告書(10年に1度作成。次回2016年度作成予定)作成費等
（小計） 2,805,000 2,840,328 ▲35,328 101.3%

〃第７号

事 務 運 営 費
480,000 489,000 ▲9,000 101.9% 事務運営費（郵送料・資料印刷・振込手数料・後援会備品類・その他）

1,350,000 1,354,158 ▲4,158 100.3% 役員会・総会・懇親会等
（小計） 1,830,000 1,843,158 ▲13,158 100.7%

後 援会事業基金 6,000,000 6,000,000 0 100.0%

大 学行事助成費

1,930,000 1,839,240 90,760 95.3% 新入生への援助（USBメモリーカード＆ホチキスセット）
8,770,000 8,603,740 166,260 98.1% 卒業生への援助（3月卒業記念祝賀会開催）
200,000 165,000 35,000 82.5% 卒業生への援助（前期末卒業記念祝賀会開催）

4,510,000 4,044,491 465,509 89.7% 卒業生への援助（卒業記念PHOTOBOOK）
900,000 843,480 56,520 93.7% 卒業生への援助（卒業証書ホルダー）

1,000,000 816,983 183,017 81.7% 文化事業援助（６月・10月・12月チャペルコンサート、10月講演会）
（小計） 17,310,000 16,312,934 997,066 94.2%

予備費 9,005,302 0 9,005,302
次年度繰越金 0 17,088,278 ▲17,088,278

計 95,999,302 98,793,777 ▲2,794,475

【後援会事業基金積立会計】

2015年度末残高 予算額 決算額 2016年度末残高 摘　　要2016年度繰入額 2016年度取崩額 2016年度繰入額 2016年度取崩額
事業基金 6,000,000 0 6,000,000 0
受取利息 19,000 2,540
計 15,103,556 6,019,000 0 6,002,540 0 21,106,096

学 生 各 種
活動補助
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体育祭を終えて

大学祭のお知らせ 10月８日（日）〜９日（月・祝）

本学同窓会と後援会が後援し、下記のコンサートと講演会を開催いたします。入場は無料です。多くの方のお越しをお待ちしております。
受付期間はそれぞれ異なりますのでご留意ください。

コンサート・講演会のお知らせ

第 56 回大学祭実行委員会
委員長� 小山優汰伽
　今年度の体育祭は天候に恵まれ
ずソフトボールは中止となりまし
たが、今回から始めたオープニン
グの際のアカペラサークルぽらり
す．による演奏や飲み物の配布に
より、各サークル・有志の皆様の
盛り上がりは例年以上のものとな
りました。スローガンは「サン
シャイン北星〜超絶怒涛の体育
祭〜」で、北星学園大学ならではの体育
祭にしたいという願いと、今までに経験
したことがないような体育祭を皆様に楽
しんでほしいという意味を込めてつけま
した。
　また、例年同様、各サークル・有志の
皆様には多大なご協力をいただき、円滑
な運営、公平な審判で競技が行われ、無
事成功を収めることができました。委員
一同感謝の気持ちでいっぱいです。体育

祭を盛り上げるため、新しいことに挑戦
し、慌ただしくなる場面もありましたが、
大きな問題もなく無事に終えることがで
きて安心しました。今後も楽しく思い出
に残る体育祭にするため、我々大学祭実
行委員会一同、今年の成果・反省点を活
かして活動していきたいと思います。よ
り円滑な運営を目指し努力していきます
ので、今後ともご協力よろしくお願いし
ます。

　今年で 56回目を迎える大学祭（星学祭）が、10 月８日（日）・９日（月・祝）の２日間、本
学にて開催されます。
　今年も毎年恒例の模擬店、餅まき、砂金掘り体験、アーティストによるスペシャルライブを予
定しています。また、大学祭実行委員会では新たなイベントを企画中です。
　星学祭は一般公開されますので、ご家族やご友人の方々をお誘いあわせの上、ぜひお越しく
ださい。なお、詳細なスケジュールや企画内容については、決まり次第、随時大学ＨＰにてご案
内いたしますのでご確認ください。多くの皆様のお越しをお待ちしています。

「オペラ・OPERA・おぺら in 北星 No.11」が
開催されました。

バスケの試合の様子

昨年の大学祭の様子

 TENGO　情熱ライブ
日　時：９月16日（土）14：00〜
会　場：北星学園大学　チャペル
演　奏：後藤ミホコ（アコーディオン）

天野　紀子（バイオリン）
※演奏曲目／「タンゲーラ」「黄昏のビギン」「ロシアンメドレー」「新世界より」ほか

 ムジカ・アンティカ・サッポロ
　  クリスマスコンサート
　 『哀しみの聖母』

日　時：12月９日（土）14：00〜
会　場：北星学園大学　チャペル
演　奏：ムジカ・アンティカ・サッポロ

阿部　雅子（ソプラノ）
駒ヶ嶺ゆかり（アルト）

※演奏曲目／ G.B.ペルゴレージ作曲「スタバート・マーテル」（全曲）ほか

 絵本作家　長谷川義史講演会
日　時：11月４日（土）14：00〜
会　場：北星学園大学　図書館棟４階Ａ教室
講　師：長谷川義史

（絵本作家。「おたまさんのおかいさん」（解放出版社）で第34回講談社出版文化
賞絵本賞受賞。「ぼくがラーメンたべてるとき」で日本絵本賞と第57回小学館児
童出版文化賞を受賞。）

演　題：「絵本で子どもたちに伝えたいこと」

〒004−8631
札幌市厚別区大谷地西２丁目３番１号
北星学園大学同窓会事務局　（社会連携課内）

ＴＥＬ：011−891−2731
�（平日９：00〜17：00内にお願いします。）
E-mail: dousoukai@hokusei.ac.jp

問 合 せ ・ 申 込 み 先

　上記期間内に、「氏名、ふりがな、電話番号、参加
希望人数」を明記し、メールまたは北星学園大学ホー
ムページ申込フォームよりお申し込みください。定
員に達し次第、受付を締め切らせていただきます。
　受付期間になりましたら、下記QRコードから開催
案内や申込フォームにアクセスできます。
　なお、小さなお子様（未就学児）の入
場はご遠慮願います。

申 込 方 法

TENGO　情熱ライブ
　８月28日（月）〜９月15日（金）まで

絵本作家　長谷川義史講演会
　10月16日（月）〜11月２日（木）まで

クリスマスコンサート　
　11月20日（月）〜12月８日（金）まで

　６月17日（土）午後２時から本学チャペルにて、
札幌オペラシンガーズの皆様とソプラノ歌手・倉岡
陽都美さん、クラリネット・大久保陽子さんをお迎え
して、11回目のオペラコンサートを開催いたしました。
　本学でのオペラコンサートは2012年 5月以来５年
ぶりで、地域の方を中心に約150 名の方が来場して
くださいました。
　「マイ・フェア・レディ」より「踊り明かそう」、ヴェ
ルディ作曲「椿姫」より「さようなら、過ぎ去りし日よ」
など、美しく力強い歌声に魅了されつつ、１時間半
のコンサートは大盛況のうちに終了いたしました。
　チャペル内には素晴らしい歌声が響きわたり、観
客のみなさまにも大変喜んでいただきました。
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グローバル資本主義と経済学

スミス・ミッションセンター学生ボランティア活動について

第42回 北星学園大学公開講座

　後援会の皆様には、
スミス・ミッションセ
ンター（ 以 下 SMC）
のボランティア活動に
対し、交通費やボラン
ティア保険の補助を頂
きありがとうございま
す。
　SMC で は、2011 年
４月に東日本大震災
被災地支援ボランティ
ア第１弾を派遣してか
ら、2017 年３月に至る

まで計 14 弾、のべ 320 名余の学生を派遣しました。現地では、炊き出し
支援・瓦礫の撤去・子どもの学習支援・引っ越し支援等、後には農作業支援・
仮設住宅での傾聴ボランティア（お茶っこ、ラジオ体操）等、活動を行っ
てきました。学生の社会貢献への意識は高く、毎回定員を超える応募が
ありました。学生からは被災地の方々との出会いや全国はもとより海外
から参加した他のボランティアとの交流を通して、人生に影響を与える
有意義な経験をしたという報告を受けています。大震災から６年がたち、
受入団体の縮小に伴い、東日本への派遣は 2016 年度でひとまず区切りを
つけます。

　昨年の夏に、北海道に上陸した台風は十勝地方を中心に甚大な被害を
及ぼしました。SMCでは南富良野町災害ボランティアセンターのご協力
を得て、11月５日（土）にボランティア派遣を行いました。20名が参加し、
家屋内の掃除や汚泥の除去などを行いました（６日は悪天候のため中止）。
またクリスマス礼拝の献金を南富良野町に送りました。
　国際ボランティアは今年で３回目になります。タイ王国パタヤにある児
童福祉施設バーン・ジンジャ
イを訪ね、一週間にわたり子
ども達との交流や奉仕活動な
どワーククキャンプを行いま
す。子ども達との文化交流（踊
り・日本食や遊びの紹介）を
行い、日本とは違うアジアの
国を体験し、自分の国の文化
や社会についても理解を深
める契機ともなります。学生
は不幸な境遇の中にも子ども
達の輝く笑顔と優しさに触れ
て、生涯忘れがたい体験を
したという感想を残していま
す。引き続きご理解とご支援
をよろしくお願い致します。 南富良野町被災者住宅のお手伝い

パタヤの浜辺に子供たちとハイキング

2016 年度
成績優秀者学業奨励生（学籍番号順）

英　 文　 学　 科
1401128
1401147
1401142
1401013
1401085
1501087
1501001
1501041

1501033
1501118
1601118
1601047
1601074
1601065
1601057

心 理・ 応 用 コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン 学 科

1408013
1408076
1408042
1408099
1408070
1508104
1508079
1508096

1508091
1508006
1608074
1608016
1608075
1608043
1608106

経　 済　 学　 科
1403012
1403010
1403104
1403170
1403122
1403113
1403173
1503163
1503013
1503034
1503064

1503133
1503012
1503003
1603164
1603162
1603125
1603075
1603068
1603057
1603102

経 営 情 報 学 科
1404036
1404013
1404026
1404039
1404055
1504053
1504118
1504044

1504080
1504058
1604064
1604067
1604076
1604099
1604109

経 済 法 学 科
1409100 1409105

1409096
1409038
1409008
1509042
1509021
1509093
1509087

1509115
1609006
1609001
1609086
1609069
1609011

福 祉 計 画 学 科
1405092
1405091
1405090
1405057
1405095
1505008
1505053
1505045

1505051
1505038
1605034
1605051
1605040
1605065
1605006

福 祉 臨 床 学 科
1406057
1406025
1406042
1406012
1406061
1506042
1506012
1506041

1506004
1506017
1606058
1606054
1606063
1606040
1606069

福 祉 心 理 学 科

1407012
1407074
1407009
1407005
1407029
1507028
1507052
1507025

1507027
1507022
1607047
1607060
1607020
1607017
1607006

英文学科（短大部）
1671079
1671132
1671118

1671046
1671105
1671015

生活創造学科（短大部）
1672001
1672064
1672097

1672025
1672004

テーマ

　メールまたは本学ホームページの申込フォームよりお申込みください。受講料につきましては、各銀行の振込用紙
を使用し、金融機関でお振込みください。（口座番号等は受付時にお知らせいたします。）
■受 講 料／2,000円（全期間セット）　　■定　　員／200名（定員に達し次第締め切ります）
■申込締切／2017年９月８日（金）　（受講料の振込も締切日までお願いいたします。）
■申 込 先／北星学園大学　社会連携課　「公開講座」係
　　　　　　〒004−8631　札幌市厚別区大谷地西２丁目３番１号　電話　011−891−2731㈹
　　　　　　E-mail　renkei@hokusei.ac.jp
　　　　　　※右記QRコードから大学公開講座のページにアクセスできます。

後援/札幌市教育委員会
■開講日程および講義題目（各回開催時間18：20〜19：50）
■会場　北星学園大学

日　　程 講　　義　　内　　容

◎第１回
９月21日（木）

演題：経済の中に倫理を見いだす ｰ 資本主義の新しい形と伝統芸能 ｰ
講師：岩　井　克　人（東京大学名誉教授　国際基督教大学客員教授　文化功労者　日本学士院会員）

◎第２回
９月29日（金）

演題：越境する社会空間
講師：竹野内　真　樹（本学経済学部教授　東京大学名誉教授）

◎第３回
10月 6日（金）

演題：経済学と環境問題
講師：野　原　克　仁（本学経済学部准教授）

◎第４回
10月13日（金）

演題：ファストファッションから考えるグローバル資本主義の闇とフェアトレード
講師：萱　野　智　篤（本学経済学部教授）

◎第５回
10月20日（金）

演題：「資本主義はなぜ続いてしまうのか」という問い ｰ マルクス生誕200年と宇野弘蔵 ｰ
講師：勝　村　　　務（本学経済学部准教授）

◎第６回
10月27日（金）

演題：資本主義の終末論
講師：田　村　信　一（本学学長）

※スケジュール及びタイトル等は変更になる場合があります。

申　込　方　法

　今年度より後援会だよりがカラーに
なりましたが、いかがでしょうか。
　事務局では、今月末からスタートす
る「地区別父母懇談会」の準備を進め
ています。多くの父母の皆様と各会場
でお会い出来ることを心より楽しみに
しております。
� （後援会事務局　大津）

募金のご協力に深く感謝申しあげます。
2017年５月１日から６月30日まで（敬称略）

北星学園大学教育振興寄付金ご芳名

寄付
☆大学・短期大学部

（父母・旧教職員・理事）

貝田　靖子　　柏野　郁代　　佐藤　義和　　佐々木　潔
小林三樹男　　繁泉　啓子　　松本　信司　　杉崎　　均
佐藤　淳子　　畠澤　直樹　　佐々木雅敏　　出羽　盛久
株式会社 北匠ＩＢＬ 代表取締役　斉藤　仁志
大石　雅道　　戸澤　和彦　　今村　幸二　　鹿内　啓子
大山　綱夫


